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効率性

所
管

都市づくり部

年度

委託内容
なし

社登録事業者数（累計） 224

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
121

台東区へ来訪する観光バスの待機場の運営を行い、路上駐車する観光バスの削減を図る。

10,236

0

465

台東区蔵前臨時観光バス待機場管理業務委託
全部委託

東京都下水道局から使用許可を得て、下水道局蔵前ポンプ所内の下水道再構築企業者資材置き場の通路の一部を使い、
観光バスの待機場として運営している。通路は資材搬入車両も通行することから、使用の条件としてバスに運転手が乗車
し、資材運搬者の通行に支障がある場合には速やかに移動できるようにすることが求められている。このような条件がある
ことから待機場とし、事前登録の予約制としている。

補助金の有無

5,614

長期総合
計画体系

 [基本目標]

観光バス事業者等

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

 [施　　策]

事業区分

施設運営

平成２９年度　事務事業評価シート

台東区蔵前臨時観光バス待機場管理運営要綱根拠法令等

事業対象

事務事業名 蔵前臨時観光バス待機場運営

　

交通対策課

行政計画 事業NO. ― 計画事業名
事業の開始・終了年度

（行政計画外事業）

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

要綱

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

利用台数が大きく増加しており、観光バス事業者にとってのニーズは大きい。本施設が路上駐
車の削減に効果を挙げていることを示している。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

本施設は前日まで予約受付が可能であり、予約システムでの事前予約（7日前まで）ができなかった事業者に
対する受け皿としても役割は大きい。

維持

評
価
結
果

利用台数は前年に比べて大きく増加している。

3 待機場の管理について民間業者に業務委託し、適切に運営を行っている。

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

なし

0

15,866

132

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

679

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 13,107

今後の方向性

11,518

12,019

0

13,239

0

15,526

増加 1,002

0

10,236

501

1,783

340

目的達成度

２７年度 ２８年度

10,252

10,252

成果指標
観光バス利用台数

5,101　人にかかるコスト（人件費など）

利用台数、歳入が年々増加している。

事
務
事
業
の
実
績

0

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

増加

263

8,138

種　別 指標の名称 (単位)
（３１年度）

２６年度

台

　決算額　　(単位：千円) 8,138


